
これらの取り組みの詳細については、当社ウェブサイト、サステナビリティレポートを合わせてご参照ください。

YOKOGAWAが持続的な価値を提供し社会課題の解決をリードしていくためには、健康を経営的視点で捉え、戦略的に実践する「健
康経営」の推進が必要不可欠です。社員の自律的な健康づくりを支援し、心身の健康増進、やりがい、幸福感を向上させることで、グ
ループ全体でのエンゲージメントや生産性の向上に繋げます。また、2016年9月に、社員の健康に関する各種の取り組みを健康経営
の観点からさらに加速していくため、健康経営の基本方針として「健康宣言」を制定しました。

■健康宣言
「YOKOGAWAは、心身の健康の維持・増進に自ら努める社員を支援し、いきいきと活力のある職場を作り、より豊かな人間社会の実

現に貢献できる会社を目指します。」

■健康経営推進体制
代表取締役社長が最高責任者となり、総括安全衛生管理者である労働安全衛生担当役員を中心とした経営陣の牽引のもと、安全

衛生委員会を核に人財総務本部の診療センターを含む国内人財
統括部、総務部が担当部署として産業医や横河電機健康保険組
合・労働組合と連携する中で健康経営を推進しています。

これまでに、社員の健康維持・増進に関する施策として、場所や
時間にとらわれない働き方や働きやすいオフィス環境の整備、労
働時間管理、健康増進プログラムなどに取り組んできています。
これらの取り組みにより横河電機は2017年度から経済産業省の

「健康経営優良法人」を継続して取得しています。また 2023年度
には2年ぶりに「健康経営優良法人（ホワイト500）」にも認定され
ています。
※「健康経営」はNPO法人健康経営研究会の登録商標です。

YOKOGAWAグループは、「労働安全衛生は経営の基盤である」という認識のもとに、YOKOGAWAグループで働く全ての人々の、安
全の確保、健康の保持増進を推し進めて、快適な職場環境を提供していきます。YOKOGAWAグループでは、労働安全衛生マネジメン
トシステムを導入し、リスクの低減、労働安全衛生に関わる活動水準の継続的な向上を推進しています。

リスクアセスメントによる潜在的なリスクの除去・低減活動と、労働安全衛生巡視、ヒヤリハットといった、従来からの労働安全衛
生活動を組み合わせて、仕組みと活動の有効性を高めています。2023年度までに主要12拠点全てで、労働安全衛生マネジメントの国
際規格である「ISO45001」を取得することを目指しています。

地球環境保全を経営における重要な課題と位置付け、また未
来世代に対する責任を認識し、中長期的な視点で環境経営を推
進しています。お客様とともに資源の効率的利用や温室効果ガ
ス排出量の大幅な削減を推進するとともに、環境調和型製品の
開発、YOKOGAWAグループの事業領域におけるさらなる環境負
荷の低減にも積極的に取り組んでいます。

■環境推進体制
グループ環境方針に基づいて環境目標を設定し、業務に密着

した活動に取り組んでいます。グローバルでの環境経営を推進
するため、YOKOGAWAグループ環境担当役員の統括のもと、国
内・海外グループ各社環境マネジメント責任者と、施策の検討
や活動のレビューを行っています。

また、国内外の主要な事業所や生産拠点における、ISO14001
認証を取得しており、生産拠点においては83%の取得率となっ
ています。

情報セキュリティ
YOKOGAWAは、ステークホルダーの皆様から信頼いただいてお預かりする大切な情報を守るため、情報セキュリティ推進体制を

確立し、情報セキュリティ対策に取り組んでいます。

■情報セキュリティ推進体制
ISO27001の考え方をベースに情報セキュリティ活動を展開し、方針や施策は情報セキュリティマネジメント統制の担当役員が情

報セキュリティ統括管理責任者から各事業部/本部および関係会社に通達されます。また、運用がルールどおりに行われているかに
ついて事務局による実地確認などで把握し、必要な改善を図っています。 また、情報セキュリティを推進するため、YOKOGAWAの各
事業部・本部・関係会社に情報セキュリティ体制を整備し、円滑
な情報セキュリティ推進活動の鍵としてPDCAを回しています。 

併せて、サイバー攻撃への対応力を高め、お客様が安全に安
心して事業活動を継続できるよう、情報セキュリティ委員会を
運営しています。この委員会は、情報システム担当部署の担当役
員を委員長とし、製品を含めた各分野のサイバーセキュリティ
担当者で構成されており、グループ内での情報共有や最新動向
の把握に努めています。

YOKOGAWAは、質の高い製品とソリューションを提供することで、お客様
にご満足いただいています。これを支えるのは、100年以上守り続けてきた創
業の精神である「品質第一」です。

YOKOGAWAグループの品質マネジメントの基本的な考え方は、品質保証
（QA）、品質改善（QI）、品質第一の心（Qm）の3つの輪で構成されています。この

3つの要素全てが調和することで、初めてお客様の満足と永続的な信頼を得
ることができると考えています。YOKOGAWAの高い品質を守るためには、特
に「品質第一の心」が重要と考えています。 「品質第一の心」をもつことの重
要性をグループ全社員が認識し、グループ共通のルールや考え方のもと各業
務の中で、品質をつくりこんでいます。
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横河電機 社長
横河電機 環境担当役員

環境管理部署

各本部・事業本部長

環境推進責任者
横河電機 YOKOGAWAグループ各社

環境担当役員
社長

環境責任者

主な労働安全衛生活動
・ ISO45001の取得の推進（FY22：主要12拠点中、10拠点で取得）
・リスクアセスメント（危険源の抽出とリスク低減活動）
・緊急時の対応訓練（消火器使用訓練、避難訓練）
・交通安全教育（セーフティドライビング、自転車安全利用）
・ マチュリティレベルアセスメント（品質、労働安全衛生、環境に

関する成熟度調査）

・ YOKOGAWA QHSE月間（品質、労働安全衛生、環境意識に関す
るグローバル啓発活動）

・ グローバルQHSE会議（品質、労働安全衛生、環境の関係者によ
る方針・施策等を議論・決定するグローバル会議）

お客様満足

Quality	in	every	aspect	begins	with	the	mind

Quality Assurance
品質保証

QA

Qm

QI

Quality mind
品質第一の心

Quality Improvement
品質改善

品質マネジメント（Quality Management : QM）
お客様の満足と永続的な信頼を得るための品質保証の取り組み

6 リスクマネジメント

情報セキュリティ委員会ISMS

経営監査 情報セキュリティ
マネジメントシステム 

情報インフラに関する
セキュリティインシデント管理

製品に関する
セキュリティインシデント管理

内部統制展開システムの一つ

CSIRT 製品セキュリティ担当部署

マーケティング担当部署

セキュリティビジネス
担当部署

委員長：情報システム担当役員
事務局：情報システム担当部長

サイバー攻撃の状況把握、
取り組み
グローバルセキュリティ活動　

製品のセキュリティ管理
製品マネジメント規程の
策定と維持

・
・

・

・

情報資産に対する内部不
正や人的セキュリティ対策
の取り組み

・ セキュリティインシデントへの対応方
針の決定
全社セキュリティ体制の整備と管理
力強化

・

・ ITセキュリティの最新動
向のリサーチ

・

セキュリティビジネスの市
場動向

・

情報セキュリティ
統括管理責任者

事業部長・本部長

ライン長

情報セキュリティ
管理推進者

情報セキュリティ管理推進者

ライン長

情報セキュリティ
管理推進者

ライン長

情報セキュリティ
管理推進者

情報セキュリティ委員会

健康経営※

労働安全衛生

品質マネジメント

環境マネジメント

https://www.yokogawa.co.jp/about/yokogawa/sustainability/
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